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表
紙
に
つ
い
て
　
若
手
農
業
者

と
の
合
同
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
研
修

　

昨
年
12
月
10
日
、
豊
岡
市
農
業
委
員

会
の
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
手
法
を
学
ぶ
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
話
し
合
い
の
場

で
立
場
や
年
齢
な
ど
に
と
ら
わ
れ
ず
、
多

様
な
意
見
を
拾
い
上
げ
る
手
法
の
一
つ
と

し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
市
内
で
就
農
す
る
（
将
来
就
農

を
予
定
す
る
）
50
歳
未
満
の
若
手
農
業
者

と
合
同
で
開
催
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
と
し
て
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス

タ
ン
ス
」
の
確
保
の
た
め
、
午
前
、
午
後

の
分
散
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
農
業
委

員
会 

（
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
） 

34
名
、
若
手
農
業
者
34
名

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
冒
頭
に
豊
岡
市
認
定
農

業
者
連
絡
協
議
会 

事
務
局
長 

霜
倉
和
典

氏
か
ら
「
人
を
育
て
、
地
域
を
守
る
」
を

テ
ー
マ
に
ご
講
話
頂
き
ま
し
た
。

　

若
手
農
業
者
か
ら
は
、
6
名
が
ご
自
分

の
営
農
活
動
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

霜
倉
事
務
局
長
の
将
来
を
見
据
え
た
農

業
経
営
論
や
若
手
育
成
へ
の
情
熱
、
若
者

の
熱
意
あ
る
仕
事
ぶ
り
が
窺
え
ま
し
た
。

　

研
修
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
（
進
行
役
）
の
、

合
同
会
社 

人
・
ま
ち
・
住
ま
い
研
究
所

代
表
社
員 

浅
見
雅
之
氏
よ
り
、
実
践
指

導
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
回
の
話
し
合
い
の
テ
ー
マ
は
農
業
委

員
会
の
役
割
で
あ
る
「
農
地
利
用
の
最
適

化
」
の
次
の
３
つ
の
項
目
で
す
。

1 

担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・
集

約
化

2 

遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・ 

解
消

3 

新
規
参
入
の
促
進

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
手
順
は
次
の
と
お

り
で
す
。

⑴ 

参
加
者
が
5
〜
6
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
、
話
し
合
う
テ
ー
マ
を
選
択

⑵ 

全
員
が
ア
イ
デ
ア
や
課
題
・
疑
問
に

思
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
付
箋
紙
に 

書
き
出
す

⑶ 
模
造
紙
に
付
箋
紙
を
貼
り
、
グ
ル
ー

プ
内
で
意
見
を
共
有

⑷ 

各
グ
ル
ー
プ
の
模
造
紙
を
使
い
、
全 

員
で
意
見
を
共
有

　

約
2
時
間
の
研
修
で
し
た
が
、
普
段
の

集
会
と
は
違
う
手
法
を
体
験
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
今
回
は
、
若
手
農
業
者
と
の
接

点
づ
く
り
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
若
者

の
発
想
や
考
え
方
、
農
業
へ
の
意
欲
的
な

取
り
組
み
を
知
る
こ
と
で
、
農
業
委
員
会

の
活
動
に
お
い
て
も
良
い
刺
激
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
回
を
契
機
と
し
て
、
農
業
委
員
会
で

は
、
今
後
も
将
来
を
担
う
若
手
農
業
者
と

繋
が
り
を
持
ち
、
育
成
支
援
と
し
て
相
互

の
情
報
交
換
や
相
談
等
の
活
動
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　

今
回
の
研
修
で
学
ん
だ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
形
式
の
合
意
形
成
は
、
話
し
合
い
の
第

一
歩
で
、
ゴ
ー
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
を
足
が
か
り
に
具
体
的
な
活
動
に
結
び

つ
け
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
各
集
落
の
座
談
会
、
営
農
組
織

の
集
会
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
応
用

さ
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

参
加
者
の
感
想

・「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
全
員
が
意
見
を
出
し

合
う
こ
と
が
大
切
。
だ
か
ら
こ
そ
納
得
感

が
持
て
る
」

・「
地
域
の
話
し
合
い
の
場
面
で
活
用
で
き

る
」
な
ど

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト

　
若
手
農
業
者
よ
り

・「
ま
た
交
流
機
会
を
設
け
て
ほ
し
い
」

・「
地
域
の
農
業
の
詳
し
い
情
報
が
ほ
し
い
」

な
ど
サ
ポ
ー
ト
を
希
望
さ
れ
る
声
が
あ
り

ま
し
た
。

　
農
業
委
員
会
の
委
員
よ
り

・「
地
域
で
頑
張
る
若
者
が
頼
も
し
く
応
援
し

た
い
」

・「
何
で
も
相
談
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
、
若
手

農
業
者
を
支
援
し
た
い
意
見
が
多
数
あ
り

ま
し
た
。

農地の集約化について様々な意見が
出ました
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一
昨
年
よ
り
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
今

ま
で
以
上
に
農
地
の
状
況
変
化
が
気

が
か
り
に
な
り
ま
し
た
。

　

以
前
か
ら
相
続
関
係
、
高
齢
化
な

ど
で
耕
作
出
来
な
く
な
っ
た
と
の
相

談
を
受
け
て
対
応
し
て
き
ま
し
た
が
、

最
近
は
水
利
状
況
が
悪
い
、
あ
る
い

は
不
整
形
農
地
な
ど
の
自
己
保
全
的

管
理
が
目
立
ち
ま
す
（
ト
ラ
ク
タ
ー

な
ど
で
草
の
管
理
の
み
）。　

　

神
美
地
区
の
場
合
、
谷
筋
地
形
か

ら
六
方
平
野
ま
で
地
形
は
か
な
り
違

い
ま
す
が
い
ず
れ
も
獣
害
が
あ
り
状

況
は
深
刻
で
す
。

　

現
在
、
私
は
新
田
井
堰
の
９
号
ポ

ン
プ
場
の
管
理
者
を
20
年
以
上
し
て

い
ま
す
が
、
過
去
に
は
田
植
え
と
も

な
れ
ば
皆
さ
ん
が
一
斉
に
水
田
で
動

き
出
す
の
が
普
通
で
、
代
掻
き
と
も

な
れ
ば
水
が
出
な
い
と
の
ク
レ
ー
ム

が
頻
発
し
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
不

思
議
な
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
状
態
が

生
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

兼
業
農

家
の
高
齢

化
な
ど
で
水
田
が
中
堅
・
大
型
農
家

に
移
動
し
て
、
大
型
農
家
等
の
段
取

り
で
水
利
状
況
が
分
散
さ
れ
て
い
る

訳
で
す
。
そ
れ
で
も
ポ
ン
プ
場
か
ら

離
れ
た
エ
リ
ア
で
は
現
在
で
も
満
足

に
水
が
出
な
い
水
田
が
多
々
あ
り

問
題
は
山
積
み
で
す
。
そ
れ
程
に
地

域
の
農
地
管
理
が
中
堅
・
大
型
農
家

に
頼
り
切
り
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
、

彼
ら
の
存
在
が
生
命
線
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
地
域
で
の
農
地
保
全
活
動

な
ど
と
上
手
く
連
動
さ
せ
て
中
堅
・

大
型
農
家
の
農
地
集
積
に
結
び
つ
け

農
地
の
有
効
利
用
に
結
び
つ
け
る
サ

ポ
ー
ト
が
不
可
欠
の
要
素
に
な
る
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
推
進
委
員　

松
岡　

秀
明
）

　

但
東
地
域
の
資
母
地
区
は
、
但
東
町

の
東
部
に
位
置
し
ま
す
。

　

平
坦
農
地
も
あ
り
ま
す
が
、
ほ
ぼ
中

山
間
農
地
と
な
っ
て
お
り
、
水
稲
等
の

土
地
利
用
型
農
業
が
中
心
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
地
域
の
高
齢
化
率
も
豊
岡
市
内

第
１
位
（
47
・
４
％
）
で
す
。

　

当
地
域
で
は
、
水
稲
の
他
に
夏
秋

ピ
ー
マ
ン
、
シ
ル
ク
コ
ー
ン
、
山
ウ
ド
、

小
豆
、
ソ
バ
な
ど
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
活
動

と
し
て
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
通
し
て
、

地
域
の
遊
休
・
荒
廃
農
地
の
把
握
及
び

保
全
管
理
田
等
不
作
付
地
の
調
査
を
定

期
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

農
地
の
実
情
と
し
て
は
、
作
付
利
用

に
至
ら
ず
、
や
む
を
得
ず
自
己
保
全
管

理
に
留
ま
っ
て
い
る
農
地
が
多
く
見
受

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
背
景
に
は
高
齢
化
、
地
域
の
担

い
手
不
足
、
兼
業
農
家
の
減
少
な
ど
、

農
業
を
さ
れ
な
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家
庭

が
増
え
、
地
域
と
し
て
ど
の
よ
う
に
農

地
を
守
っ
て
い
く
べ
き
か
を
地
域
課
題

と
し
て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
時
期
に
来
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
シ
カ
や
特
に
イ
ノ
シ
シ

の
被
害
が
ひ
ど
く
、
栽
培
意
欲
を
な
く

す
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

被
害
対
策
と
し
て
、
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ

シ
ュ
柵
を
設
置
し
て
い
ま
し
た
が
、
更

に
ト
タ
ン
を
取
り
付
け
る
事
が
必
要
に

な
り
、「
こ
こ
ま
で
せ
な
あ
か
ん
の
か
」

「
や
っ
と
れ
ん
わ
」
と
の
声
を
聞
く
機

会
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
農
業
者
、
所
有
者
の
声
を
聞

き
、
地
域
の
皆
様
と
話
し
合
い
な
が
ら
、

農
地
の
管
理
、
利
用
促
進
に
取
り
組
み

た
い
と
考
え
ま
す
。

（
推
進
委
員　

松
本　

雅
浩
）
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松岡秀明推進委員
神美地区

平峰農業委員
神美地区

栗原農業委員
神美地区

松本推進委員
資母地区

大谷農業委員
資母地区

井堰の点検管理

日向（ひなだ）から畑山方向



　とよおか農業委員会だより　2022. 3. 25　④

伝統農産物・特産農産物の紹介
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数
年
前
よ
り
、
道
の
駅
「
神
鍋
高
原
」

の
直
売
所
に
ネ
ギ
の
出
荷
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　

神
鍋
に
は
キ
ャ
ベ
ツ
、
ス
イ
カ
、
イ
チ

ゴ
な
ど
の
特
産
品
も
あ
る
が
年
々
そ
の
作

付
け
は
減
少
し
て
い
る
。
そ
こ
で
次
な
る

特
産
物
を
目
指
し
て
「
神
鍋
ネ
ギ
」
と
命

名
し
関
係
者
は
力
を
注
い
で
い
る
。

　
「
神
鍋
ネ
ギ
」
は
雪
深
い
地
の
利
に
よ

り
「
ヌ
ル
」
と
言
わ
れ
る
水
溶
性
ペ
ク
チ

ン
が
多
く
な
り
、
同
時
に
甘
味
、
柔
ら
か

さ
を
増
し
、
茎
の
白
い
部
分
が
長
く
太
い

の
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
鍋
物
に

な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
も
あ
る
。

　

現
在
、
十
人

程
度
の
生
産
者

が
意
欲
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

道
の
駅
「
神

鍋
高
原
」
で
は

六
月
に
は
キ
ャ

ベ
ツ
ま
つ
り
、

八
月
ス
イ
カ
ま

つ
り
、
そ
し
て
、

十
一
月
ネ
ギ
ま

つ
り
を
開
催
し
、
Ｐ
Ｒ
に
余
念
が
な
い
。

ま
た
、
そ
の
際
、
地
域
連
携
の
一
環
と
し

て
西
気
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
大
根
も
販
売
し

て
い
る
。
今
で
は
、
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
地

域
に
定
着
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

店
長
で
あ
り
広
報
担
当
を
兼
務
さ
れ
て

い
る
川
辺
麻
紀
さ
ん
は
、
神
鍋
野
菜
の
美

味
し
さ
を
も
っ
と
広
く
多
く
の
方
に
知
っ

て
頂
き
た
い
。
さ
ら
に
、
加
工
品
と
し
て

も
そ
の
魅
力
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
発
信
し

て
い
き
た
い
と
意
気
込
む
。

　

好
き
な
言
葉

は
「
輪
」
ま
さ

に
彼
女
の
思
い

そ
の
も
の
。
こ

れ
か
ら
も
、
ど

ん
な
展
開
が
繰

り
広
げ
ら
れ
る

の
か
、
目
が
離

せ
な
い
。

　
　
　
（
農
業
委
員　

原　

清
美
）

　
「
Ｊ
Ａ
た
じ
ま
ピ
ー
マ
ン
協
議
会
」
の

会
長
で
あ
る
（
有
）
あ
し
た
社
長
の
霜
倉

和
典
さ
ん
を
訪
ね
ま
し
た
。

　
（
有
）あ
し
た
で
は
約
３
千
本
も
の
ピ
ー

マ
ン
を
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
女
性
の
方

も
収
穫
作
業
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
地
域

の
雇
用
創
生
に
も
役
立
つ
と
の
こ
と
。
ま

た
、
農
業
ス
ク
ー
ル
生
の
受
け
入
れ
を
す

る
こ
と
で
、
次
世
代
の
新
規
就
農
者
育
成

に
も
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
た
じ
ま
ピ
ー
マ
ン
」
は
肉
厚
で
歯
ご

た
え
が
良
く
苦
み
が
少
な
い
の
が
特
徴
で
、

関
西
の
市
場
か
ら
特
に
高
い
評
価
を
受
け

て
い
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
度
は
、
但
馬
地
域
で

１
７
３
名
の
生
産
者
が
約
10
万
７
千
本
の

栽
培
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
生
産
者
の
高
齢
化
が
進

ん
で
お
り
、
こ
こ
近
年
伸

び
悩
ん
で
い
る
の
が
現
状

で
す
。

　

そ
の
中
で
も
但
東
町
野

菜
生
産
組
合
は
１
９
７
０

年
に
発
足
し
、
50
年
も
の

歴
史
が
あ
り
ま
す
。

　

拍
動
潅
水
装
置
の
導
入

を
進
め
る
こ
と
で
潅
水
と

追
肥
の
省
力
化
に
取
り
組

み
、
安
定
的
に
高
品
質
な

ピ
ー
マ
ン
を
出
荷
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。　

　

２
０
２
０
年
度
に
は
初
め
て
ピ
ー
マ
ン

の
販
売
高
が
一
億
円
を
突
破
す
る
な
ど
、

但
東
町
は
但
馬
を
リ
ー
ド
す
る
産
地
で
す
。

他
地
域
へ
の
栽
培
技
術
共
有
も
惜
し
げ
も

な
く
さ
れ
て
お
り
、「
但
東
町
だ
け
で
な

く
、
但
馬
全
体
で
産
地
と
し
て
盛
り
上
げ

た
い
」
と
熱
意
を
持
っ
て
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

霜
倉
さ
ん
は
、「
稲
作
の
つ
い
で
で
な

く
、
ピ
ー
マ
ン
を
農
業
経
営
の
柱
と
考
え

て
ほ
し
い
。
他
の
地
域
で
も
こ
の
考
え
を

共
有
し
た
い
」
と
強
く
話
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

但
馬
伝
統
の
特
産
品
で
あ
る
ピ
ー
マ
ン

を
今
後
も
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
、
栽
培

技
術
の
共
有
と
後
継
者
の
育
成
に
今
後
も

尽
力
さ
れ
ま
す
。（農

業
委
員　

森
田　

強
）

「
神
鍋
ネ
ギ
」を

地
域
の
特
産
物
に

た
じ
ま
ピ
ー
マ
ン
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農地の賃借料情報
　2021年１月から12月までに利用権が設定（公告）された賃貸借（借賃が有料）における賃借料水準（10ａ
当たり）は、以下のとおりです。この金額はあくまで参考です。これを目安に土地の広さ、形状、水利等各
種条件を考慮し、賃貸借当事者間で賃借料を決めてください。

かるたで農業に親しみを「豊岡うまいもんかるた」作成 [ ]2022年1月14日付
全国農業新聞で記事掲載

【この表の見方】
１　抽出筆数は、標準的な賃借料を算出するため、全賃借料の平均値±70％を超えるものを除いています。
２　借賃を現物で定めている場合は、60kg当たり12,000円で換算しています。
３　金額は、100円単位に四捨五入しています。
４　参考のために使用貸借（借賃が無料）の筆数もお知らせします。
５　畑については事例が少ないため算出していません。

■田（水稲）

地域名 平均額（円/年） 最高額（円/年） 最低額（円/年） 抽出筆数
（借賃が有料）

使用貸借筆数
（借賃が無料）

豊岡地域 　9,400 12,000 4,000 97 234
城崎地域 － － － － －
竹野地域 11,600 15,000 5,000 14 16
日高地域 7,500 12,000 3,000 65 274
出石地域 5,600 8,000 2,000 230 455
但東地域 3,000 5,000 1,500 5 162
全地域 7,000 411 1,141

ずっと愛される製品とサービスで
"食"を支える農業の発展に尽くします。

三菱農機販売株式会社
但馬営業所　出石町町分375−1
	 TEL 0796−52−3551
日高営業所　日高町土居264−1
	 TEL 0796−42−1832　　

　豊岡市農業委員会カルタ活動部会の高尾利美委員、原清美委員、平峰
英子委員と前農業委員の加悦富美恵さんは、このほど、地元の伝統食や
伝統野菜をテーマに「豊岡うまいもんかるた」を作成した。
　きっかけは、3年前に市内の認定こども園で食育活動を実施し、子ど
もたちの喜ぶ姿をみて、もっと農業に親しみをもってもらいたいと考え
たことからだという。
　「2016年の法改正で、農業委員会の役割に農地利用最適化も追加され
ましたが、農業の大切さ、伝統文化を伝えるのも農業委員会の大きな仕
事」と高尾委員は話す。
　イラストは4人が自ら描いたもので、地域の伝統食や伝統野菜などに
ついて、もっと知ってもらおうと市の古い文献などで調べて作成したし
おりも添付した。
　原委員は、「子どもの頃に聞いたり、遊んだりしたことは記憶に残る。
大人になっても豊岡の農業を思い出してほしい」と話す。
　平峰委員は、「食をおろそかにしないようにと思うきっかけになれば」
と話す。
　かるたは70セット作成し、市内の保育園や幼稚園、子ども園などに配
布することとしている。

食育体験でもかるたなら
繰り返し遊べるのが良いですね

伝統食や伝統野菜などを描いた
「豊岡うまいもんかるた」

左から平峰委員、原委員、高尾委員。
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きばっとんなる人らぁ○47 このコーナーでは、
地域で頑張るみなさんを紹介します。

「災害に負けない戸島：集落
の農業は集落の工夫で守る」
農事組合法人戸島営農組合
　戸島地区は日本海に面する円山川下流域、
豊岡市城崎町戸島地内に位置しています。
　一帯は山陰海岸国立公園内にあり、円山川
を挟んだ対岸に城崎温泉街を望みます。
　平成16年の台風23号により家屋の浸水・農
機具の全損等甚大な被害を受け、農業の担い
手がいない田畑は荒らされ、農業の継続に困
難を極めた状況下でありましたが、平成20年
に「集落の農業は集落の工夫で守る」をスロ
ーガンに「農事組合法人　戸島営農組合」を
立ち上げました。組合員は植垣 繁 組合長以
下20名、受託面積9haで、耕運・刈り取り・
販売まで一連の作業を受託し、販路について
は販売者とお客様との顔の見える取引を基本
に城崎温泉街の旅館・飲食店等に直接販売を
し、また、地元の住民には、地域コミュニテ
ィ組織を通じた販売も行っております。観光
客の方から「戸島の米は非常に美味しいから
是非送ってほしい」とのコメントも頂いてい
るとのことでした。
　今後はこの地区に「若い人達が定着してく
れる」「若い人達が帰省してくれる」「若い人
達が寄ってくれる」そんな魅力ある農業施策
や景観保全の取り組みが必要であるという思
いから水稲・そ菜・果樹・加工品を中心とし
た「観光農園」の設立を若い人達を中心に試
行錯誤しながら進めて参りたい、そして「戸
島をより戸島へ」をキャッチフレーズにより
一層充実した農業に取り組んでまいりたいと
考えております。

　（農業委員　石橋　重利）

「石井区の“田んぼ”
を守り、環境を守る」
石井地区営農組合
　「石井地区営農組合」は、平成元年に、農事
集会所(現石井区公民館)と籾乾燥・籾摺・精
米施設を整備し、今年で設立34周年を迎えま
す。
　石井区は日高町の清滝地区7区の1つ、稲葉
川沿いの全戸59戸の集落で、内41戸が組合員
であり、全圃場面積は15haです。石井区民
の圃場は、石井区と十戸区にまたがり、高低
差77mの中山間地区ですが、圃場の殆どは耕
地整理された20a以上の圃場で構成されてい
ます。水も、区内「弁財天」の湧き水があり、
渇水期にもこの湧き水をポンプアップし活用、
美味しい米の安定生産に寄与させます。
　現在の組合は、吉村組合長、長岡副組合長
筆頭に、農会長・庶務・会計・組合田管理メ
ンバーと6つの隣保組の農事係等で構成され、
圃場3haを組合田として管理、神鍋米等9トン
を出荷し、更に、組合員の希望により、稲作
の全行程作業を請負い、令和3年実績、耕転
10ha、田植7ha、稲刈8ha、籾乾燥・籾摺34
トンと、区の作付圃場の殆どの稲作作業を一
手に担い、且つ、作業料金は日高町の基準料
金の65%程度と安価です。
　組合の課題は、所有しているトラクターや
田植機など耕作機や乾燥・籾摺・精米施設の
保全・更新費用と若手組合員の不足です。そ
んな課題や当年度の決算・次年度の予算等を
話し合う総会を毎年開催していましたが、こ
こ2年間コロナで、開催できず残念です。こ
んな大切な区の営農組合を区民皆で協力し合
いながら、守って行きたいと思います。

　              (農業委員　中島　覚)

戸島子供会・カフェ「なごみ」・戸島漕艇クラブ・農事組合法人戸島営農組合

営農組合で特にきばってくれとんなる人らぁ
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農地の売買・贈与・転用等をする場合、農地法の許可が必要です。

農業者年金がさらに便利になります

農地法の適用対象となる「農地」とは、耕作の目的に供
される土地と定義されています。（農地法第2条第1項）土
地登記簿上の地目が田・畑ならもちろんですが、宅地等、
農地以外でも、土地の現況が農地の場合、権利移動や農
地転用するときは、農地法の許可を受ける必要があります。

新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、総会の開催を
延期し、農地法許可まで時間を要する場合があります。

【申請受理から許可まで約1か月】
･農地法第3条…農地を耕作目的で権利移動（売買、賃借等）
･非農地証明申請、農地改良届（農地の形状変更）

【申請受理から許可まで約2か月】
･農地法第4条…農地を農地以外へ転用（権利移動伴わない）
･農地法第5条…農地を農地以外へ転用（権利移動伴う）
※申請書の様式：農地法第3条は豊岡市のホームページ、
　農地法第4条、第5条は兵庫県のホームページにあります。

農地法許可申請の種類及び許可までの期間

毎月1日から5日です。
最終日の5日が休業日の場合は翌開庁日

農地法許可申請（届出）受付日

年 月 許可申請（届出）受付日

4月 1日㈮、4日㈪、5日㈫
5月 2日㈪、6日㈮
6月 1日㈬、2日㈭、3日㈮、6日㈪
7月 1日㈮、4日㈪、5日㈫
8月 1日㈪、2日㈫、3日㈬、4日㈭、5日㈮
9月 1日㈭、2日㈮、5日㈪
10月 3日㈪、4日㈫、5日㈬
11月 1日㈫、2日㈬、4日㈮、7日㈪
12月 1日㈭、2日㈮、5日㈪
1月 4日㈬、5日㈭
2月 1日㈬、2日㈭、3日㈮、6日㈪
3月 1日㈬、2日㈭、3日㈮、6日㈪

2
0
2
2

2
0
2
3

令和4年1月から 35歳未満の方は、月額1万円から加入できる！
35歳未満で認定農業者に該当しない等一定の要件を満たす方は、1万円から（上限6万7千円）でも通常加入できるよ
うになります。（保険料の納付下限額が2万円から1万円に引き下げられます。）

ポイント

の説明1
【保険料引き下げ（保険料1万円以上）の対象者】

次の①〜⑤のいずれにも該当しない方
① 認定農業者かつ青色申告者
② 認定就農者かつ青色申告者
③ ①又は②の者と家族経営協定を締結し経営
　 に参画している配偶者又は直系卑属

④ 認定農業者又は青色申告者
⑤ ①又は②以外の農業を営む者
　 の直系卑属で、その農業に常時
　 従事する後継者

【35歳未満の方の通常加入の保険料】
（千円単位で選択できます）

1万円 2万円 6万7千円

改正後の保険料

これまでの保険料

60歳 75歳65歳

農業者老齢年金

特例付加年金

これまでどおり、60歳以上65歳
未満の間で、繰り上げ受給も選
択することができます

20歳 65歳60歳

国民年金
任意加入

年齢上限なし

国民年金第1号被保険者

令和4年4月から 年金の受給開始時期を、ご自身で選択できる！
年金の受給要件を満たした方は、年金の受給開始時期を、ご自身で選択することができます。

（昭和32年4月2日以降に生まれた方が対象）

ポイント

の説明2
【年金の受給要件】

【農業者老齢年金】
・65歳以上であること
【特例付加年金】
・60歳に達した日の前日において20年以上   
　の保険料納付済期間等を有していること

・農業を営む者でないこと
（経営継承を完了していること）
・65歳以上であること

【年金の受給開始時期】
・農業者老齢年金：65歳〜75歳 ・特例付加年金：65歳以上（年齢上限なし）

1万円 2万円 6万7千円

改正後の保険料

これまでの保険料

60歳 75歳65歳

農業者老齢年金

特例付加年金

これまでどおり、60歳以上65歳
未満の間で、繰り上げ受給も選
択することができます

20歳 65歳60歳

国民年金
任意加入

年齢上限なし

国民年金第1号被保険者

令和4年5月から 加入可能年齢が、60歳から65歳に引上げ！
現在、農業者年金に加入できるのは、農業に従事（年間60日以上）する方で、20歳以上60歳未満の国民年金第1号
被保険者ですが、60歳以上65歳未満で国民年金に任意加入している方も農業者年金に加入できるようになります。

ポイント

の説明3
【国民年金の任意加入者とは】

国民年金の保険料納付済期間が 480 月（40 年）に
満たない 60 歳以上 65 歳未満の方で、年金額の充
実を目的として、国民年金に任意で加入している方
をいいます

【農業者年金の加入要件】
農業に従事（年間60日以上）する方で

1万円 2万円 6万7千円

改正後の保険料

これまでの保険料

60歳 75歳65歳

農業者老齢年金

特例付加年金

これまでどおり、60歳以上65歳
未満の間で、繰り上げ受給も選
択することができます

20歳 65歳60歳

国民年金
任意加入

年齢上限なし

国民年金第1号被保険者
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【材料】
しいたけ、とろけるチーズ、醤油
【作り方】
①しいたけの軸を切り醤油を数滴たらす
②軸は縦にさいておきます
③さいた軸ととろけるチーズをのせてオーブン
　トースターで5分焼く

【材料】
しいたけ、マヨネーズ、一味（お好みで）
【作り方】
①しいたけの石づきを落とす
②食べやすい大きさに手でさく※縦向きにさくのがポイント！
③フライパンにマヨネーズをいれ、しいたけを炒める。
　一味（お好みで）※油をひかないのがポイント！
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令
和
３
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に

よ
る
自
粛
を
余
儀
な
く
さ
れ
た一年
と
な
り
ま
し
た
。

ア
ル
フ
ァ
株
か
ら
始
ま
っ
て
、ベ
ー
タ
株
、デ
ル
タ
株
、

今
年
に
入
っ
て
か
ら
は
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
急
激
な
感
染

拡
大
の
猛
威
の
為
、多
く
の
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
と
自
粛
、

飲
食
店
の
営
業
規
制
を
は
じ
め
観
光
業
、更
に
農
業

に
も
悪
い
影
響
を
与
え
、経
済
の
低
迷
等
、国
民
生
活

に
暗
い
影
を
お
と
し
ま
し
た
。

　
そ
の
な
か
で
、こ
れ
か
ら
の
豊
岡
の
農
業
を
担
っ
て

い
く
若
手
農
業
者
と
農
業
委
員
会
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
研
修
を
初
め
て
開
催
す
る
事
が
で
き
、次
世
代

と
の
意
見
を
交
え
る
有
意
義
な
場
を
持
つ
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　
農
業
者
の
高
齢
化
と
遊
休
農
地
の
拡
大
が
懸
念
さ

れ
る
な
か
、企
業
と
連
携
し
て
農
業
と
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を
図
る
耕
作
放
棄
地
解
消
な
ど
の

取
り
組
み
と
若
手
農
業
者
支
援
を
充
実
す
る
事
に
よ

っ
て
、豊
岡
の
農
業
の
発
展
と
今
後
の
み
な
さ
ん
の
活

躍
を
期
待
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

（
編
集
委
員
長　
井
谷　
勝
彦
）

農委だより第51号は私たちが担当しました。
後列左から　森田委員、中島委員、石橋委員、栗原委員
前列左から　大谷委員、井谷委員、原委員

全国農業新聞を購読してみませんか！
 ＊お申し込みは

農業委員会事務局または、
地元の農業委員・推進委員

まで週刊（毎週金曜日発行）　月 700円
（送料、消費税込）

農業の最新情報を提供

しいたけのチーズ焼 しいたけのマヨ炒め

しいたけの
炊き込みご飯

【材料】
しいたけ、炊き込みご飯※普段の炊き込みでOK

【作り方】
①生しいたけ（石づきを取って薄切り）にする
②ボールにめんつゆ（醤油でもOK）に浸す
③いつもの炊き込みご飯が炊けたら②のしいたけ
　を炊飯器にいれて10分程度蒸す

しいたけのアレンジレシピ


